
 

        

 

 

 

 

                                                

 

多様性の時代～自分軸に磨いて生きる  （卒業式 式辞より） 

校長 小平 千佐子 

 柔らかな春の日差しが、旅立ちを祝福するように降り注いでいます。 

校庭の木々の芽もほころび始め、確かな春の息吹を感じる今日の佳き日に、保護者の皆様を

はじめとするご来賓の皆様のご臨席を賜り、ここに第46回卒業式を挙行できますことは、大き

な喜びであり、誠に感謝に堪えないところでございます。心より厚く御礼申し上げます。 

さて、ただいま卒業証書を授与いたしました108名の卒業生の皆さん、ご卒業おめでとうご

ざいます。 

いよいよ山崎中学校から巣立つ時が来ました。 

振り返ると、まだあどけなかった皆さんの入学当時の姿が、さまざまな思い出の中で懐かし

く蘇ってきます。いつも笑顔で元気よく挨拶をする姿、そして、行事などいろいろなことに自

分たちの力で挑戦していた姿、後輩たちにお手本となるように失敗してもくじけず進んでいた

姿、行事でも個人の基準でなくみんなが楽しいと思えるものを目指して仲間たちと共により良

く取り組んでいた姿など、笑ったり怒ったり失敗しても切磋琢磨して成長してきた皆さんの豊

かな3年間に携われたことは、先生たちにとって何にも代えがたい喜びでした。 

山崎中学校の良い繋がりを絶やさぬように頼もしい背中をみせ頑張っていた3年生のバトン

を、今後輩たちがしっかり受け取ったと思います。 

今日のこの卒業式は、これまで培った皆さんの財産をもって、自分の夢や希望を膨らませな

がら、自分たちの手で掴んだ新たなステージで自覚と決意を新たに、それぞれの人生を力強く

たくましく歩むための大事なスタートとなります。 

その旅立ちを目の前にする皆さんへ、最後に私から願いを伝えたいと思います。 

これから皆さんが生きる時代は、これまでの延長線上ではない様々な変化が起き「変動的で

不確実、複雑で曖昧な時代」だと言われています。 

私たちの目の前には、絶えず変わり続け予測困難な未来が待っています。AIの出現により、

学び方や働き方は大きく変化していき、世界情勢や世界経済も不安定を極めています。地球温

暖化と自然災害は、一向に歯止めがきいておらず、少子高齢化が急速に進行し、それに伴い海

外から国内に多くの人材が流入しています。このような変化が絶えず起こり続けている中、人

種、国籍、性別、文化といった、異なる価値観が入り乱れる多様性の中で生きていくというこ

とを意味しています。みんなが一緒というものではなく違うことが当たり前、それぞれ異なる

価値観をもって、その違いをお互い受け入れながら新たな価値観を作り出していくことも必要

になっていきます。これまでは、既存のルールにしたがっていきていれば、決められたルール
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に周囲がそうしているから、これまでそうだったからという言う理由で、何も疑わずやり過ご

していくことにはリスクが伴っていきます。これだけ多様な価値観があふれる社会の中では、

これまでの当り前は非常識になる可能性だってあるのです。 

そのような、多様性にあふれる世界を生きる上で、最も大切にしてほしいのは「共感する

力」相手が何を感じているのか感じ取り、理解する力であり相手に対して自分はどうありたい

のか、どうあるべきかを自分軸で判断して意思決定したものが自分の行動になっていくので

す。 

昨年9月に全校朝礼で「逆転しない正義」というテーマでアンパンマンの作者のやなせたか

しさんのお話をしました。皆さんは覚えてくれているでしょうか。 

やなせさんは、戦争のさなか「正義」の名のもとに行動した軍隊が、終戦とともに一夜で”

悪“とされる現実を目の当たりにしました。正義と悪は、立場や時代によって簡単に入れ替わ

るが、でもその中で唯一変わらない「本当の正義」とは困っている人に手を差し伸べること、

それがやなせさんの出した答えでした。 

アンパンマンは、誰かを助けるために自分の一部を失い、弱りながらも飛び続けます。「正

義は、何かを犠牲にしなければできない。」とも語っています。また、アンパンマンは悪役

「ばいきんまん」を、決して滅ぼさないという特徴があります。やなせさんは、悪を完全に排

除せず、同じ世界に共存させることで、現実の多様性を描き出しました。 

やなせたかしさんは、2013年に94歳でその生涯を閉じるまで創作活動を続けました。そし

て、やなせさんが人生を振り返って、こう語っています。 

「ぼくの人生はとってもラッキーだった。つらい時やこまったときは、必ず誰かがアンパン

マンのように助けてくれたんだ」戦争や家族との死別という過酷な体験を経て、たどり着いた

のは「人は誰かの役に立つことで、幸せになれる」というシンプルな心理でした。 

私は、皆さんにはどんな時代になったとしても、「人が人である限り」このやなせさんの温

かい人への思い、「やさしさが強さである」という心理を皆さんに忘れずに生きていてほしい

と思っています。 

自分の中にどのような基準「自分軸」を作るのか、問い続けてほしいと思います。 

 

新たなステージへ進む皆さんの門出に寄せて、アメリカのシンガーソングライターでグラミ

ー賞やノーベル文学賞をはじめ数々の賞を受賞しロックの殿堂入りも果たした歌手ボブ・ディ

ランの名曲「Forever Young」を元に作られた絵本の詩を贈りたいと思います。これは、ボ

ブが息子にあてた子供の成長と幸せを願うメッセージです。 

 

「はじまりの日」  ボブ・ディラン 作 

 

きみが 手をのばせば しあわせに とどきますように 

きみのゆめが いつか ほんとうに なりますように 

まわりの人々と 助け合って いけますように 

星空へのぼる はしごを見つけますように 

 



毎日が きみの はじまりの日 

きょうも あしたも あたらしいきみの はじまりの日 

 

約束を守って 嘘を 嫌いますように 

この広い世界が きみの眼に 光りますように 

背をまっすぐ伸ばして いつでも勇気が もてますように 

 

毎日が きみの はじまりの日 

きょうも あしたも あたらしいきみの はじまりの日 

 

きみの手がずっと 働き続けますように 

きみの足が遠くまで 走っていけますように 

流されることなく 流れを作りますように 

きみの心の歌が みんなに響きますように 

 

毎日が きみの はじまりの日 

きょうも あしたも あたらしいきみの はじまりの日 

 

皆さんは、運命や環境に流されることなく、自分で流れを作れる人です。 

人のために動けるやさしさをもった強く優しい人たちです。 

皆さんの人生が、豊かで幸せに満ちたものであるようにいつも願っています。 

最後になりますが、保護者の皆様、お子様のご卒業、誠におめでとうございます。心から 

お祝い申し上げます。また、この三年間、本校の教育活動に対し深いご理解と温かいご支援ご

協力をいただき、誠にありがとうございました。心身ともにたくましく成長されたお子様の姿

に、喜びもひとしおだと存じます。 

これからの卒業生の皆さんの限りない前途を祝し 可能性あふれる輝く未来における活躍を

心より祈念して式辞といたします。 
 

 
 
 
 

「小学生体験入学」を開催！ 

２月２７日（金）、七国山小学校の６年生を迎え「体験入学」を開催しました。前半は生徒会

による校舎案内やクイズ、紹介動画で中学校生活の楽しさを伝

え、後半は各部活動で中学生との練習を行いました。 

後輩たちへ優しく、丁寧にアドバイスを送る１・２年生の姿

は、すっかり頼もしい「先輩」の顔でした。生徒たちの温かいお

もてなしが、小学生の不安を大きな期待に変えてくれたはずで

す。皆さんの入学を心よりお待ちしています！ 
 

 

 



想いのバトンをつないで～「卒業式」と予行練習の軌跡 

卒業式の予行練習では、厳粛な空気の中、３年生だけでなく、１・２年生も最上級生を送り出

すにふさわしい大変立派な態度で臨み、校内には心地よい緊張感が漂いました。終了後の体育優

良・努力生徒の表彰でも、会場は温かな拍手に包まれました。 

迎えた本番は、予行練習以上に感動的な時間となりました。

卒業生代表の言葉には、下級生から「憧れられる存在」として

の責任を全うした重みがあり、その想いのバトンは確実に２年

生へと引き継がれました。卒業生のみなさんの門出を祝うとと

もに、これまでの立派な姿に心から敬意を表します。 
 

 

絆を確かめ合う感動の門出～分教室ゆめのき 卒業式 

昨日、分教室ゆめのきにおいても卒業式を挙行しました。少人数だからこその温かな空気に包

まれ、２年生代表の送辞には３年生への感謝が込められていました。また、卒業生一人ひとりの

言葉からは、この１年間の努力と分教室への愛着、そして進路への力強 

い意志が感じられました。 

式を締めくくる生徒・教職員みんなで歌った合唱『正解』の響きは、 

会場にいた全員の心を打つものがありました。分教室ゆめのき卒業生の 

みなさんの、新たなステージでの活躍を心より応援しています。 
 

 
 
 
 

【パソコン部】 

第８４回文章入力スピード認定試験 

小宮山 糸都さん 準１級 

小橋 侑真さん ４級 

菅原 賢人さん ４級 

 

 
 

保護者のみなさまへ 

早いもので、今年度も締めくくりの時期を迎えま

した。この１年、保護者のみなさまには、本校の教育

活動に対し、多大なるご理解と温かいご支援を賜

り、心より感謝申し上げます。みなさまの支えがあっ

たからこそ、子供たちは安心して学び、大きく成長

することができました。１年間、本当にありがとうご

ざいました。次年度も変わらぬご支援とご協力を、

どうぞよろしくお願いいたします。 

 ４月 保護者会のご案内 

◇日時   令和８年４月１７日（金）  

◎全体会 14：45～15：25 ［体育館］ 

◎学年別保護者会 15：40～ 

［３学年：体育館  ２学年：2F 多目的室  

１学年：４F 音楽室］ 

◎学級保護者会 ［各教室］ 学年別保護者会終了後 

※詳細は４月にお知らせいたします。 

※外履きを入れる袋・スリッパ等をお持ちください。 

※お車での来校はご遠慮ください。 
 

紙面に収まりきらなかった内容を「号外」として学校ホームページで公開しています。 

ぜひご覧ください♪ 

 


